



















　　The purpose of this study was to examine the influences of Skin Conductance Response 
（SCR） to the critical and noncritical items which presented during Concealed Information 
Test （CIT） as indices of Skin conductance level （SCL） and tonic respiration rate before the 
examination. As a result, while the higher respiration rate was observed in the field situa-
tion, detection rate by SCR was not enhanced in the group. On the other hand, Pearson's 
correlation coefficient indicated a statistically significant linear relationship between SCL 
and SCR. Therefore, it was concluded that higher SCL increased SCR to the critical and non 
critical items during the examination, and it was related to the arousal level with the repeti-











Tonic Level of Physiological Response Components

































































































タンス反応（Skin Conductance Response，SCR，時定数 5秒）を測定した。また，非利き手第
4指末節腹側部で指尖光電式容積脈波（PP-C1012，TEAC）もしくは規準化脈波容積
（MPN1001-10，メディセンス）を測定したが，本研究では分析から除外した。各波形は生体ア


















均値の分布が図 2に示された。D群の場合，開始前の SCLが 4.7-81.4μSと，E群の値（8.7-26.4











　D群と E群について，40名のうちから，各群内で SCLの値が最も高い 10名と，最も低い
10名を抽出した。これらの群を，以下，実務高 SCL群，実務低 SCL群，実験高 SCL群，実
験低 SCL群と呼ぶ。
　図 3には群別の SCLの値が示された。実務高 SCL群は 28.8-81.3μS（平均 45.7μS），実務
低 SCL群は 4.6-14.5μS（平均 10.3μS）であったのに対し，実験高 SCL群は 21.9-26.4μS（平





































　実務高呼吸群は 20.7-28.2回（平均 22.9），実務低呼吸群は 10.9-15.3回（平均 13.4）である



















































裁決項目と同様に 2，3，4番目に呈示される 2つの非裁決項目に対する SCRの平均値を求めた。
そして，以上の値について欠損値のない実験参加者のみで結果の処理をおこなった。
　（3）結果
　第 1，第 3，第 5セットについて，各セットの第 1刺激の開始後 20秒間の平均 SCLと，裁決，
非裁決項目に対して発現した SCRの結果を図 7に示した。
　最初に，SCLについて一元配置の分散分析をおこなったところ，セット回数の主効果が有意







おこなったところ，セット 1とセット 3，セット 1とセット 5の差が有意であった。






低の主効果が有意（F（1/28）=14.85  F（1/28）=13.80 p<.01）であったが，交互作用は認めら
れなかった。
図9　第1セットにおけるSCLの高低別のSCR








高低の主効果が有意（F（1/28）=12.56  F（1/28）=23.39  p<.01）であったが，交互作用は認め
られなかった。
図11　第3セットにおけるSCLの高低別のSCR
　次に，セット 5の開始時点の SCLと，裁決，非裁決項目に対する SCRについてそれぞれ分布





高低の主効果が有意（F（1/28）=9.56  F（1/28）=26.6  p<.01）であったが，交互作用は認めら
れなかった。
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